
営
戦
略
（
春
山
利
廣
）
で
は
、
筆
者
の
経
験

を
生
か
し
、
東
ア
ジ
ア
の
荷
動
き
量
と
日
本

の
港
を
概
観
し
た
う
え
で
東
ア
ジ
ア
内
の
コ

ン
テ
ナ
の
配
船
パ
タ
ー
ン
、
運
賃
水
準
と
運

航
コ
ス
ト
を
分
析
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
船
社
の
基
本
戦
略
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
三
章　

中
国
北
部
主
要
港
の
発
展
過
程

と
競
合
状
況
（
小
島
末
夫
）
で
は
、
中
国
の

五
大
港
湾
群
に
つ
い
て
概
観
し
つ
つ
、
中
国

北
部
に
あ
る
環
渤
海
地
区
を
周
辺
諸
港
や
他

地
区
の
沿
海
港
湾
と
も
比
較
し
な
が
ら
検
討

し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
区
の
特
徴
的
な
輸
送

方
法
で
あ
る
「
海
鉄
聯
運
」
方
式
と
呼
ば
れ

る
海
上
輸
送
と
鉄
道
輸
送
の
連
携
輸
送
方
式

も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
四
章　

中
国
長
江
デ
ル
タ
諸
港
の
現
況

と
課
題
（
大
西
康
雄
）
で
は
、
長
江
デ
ル
タ

港
湾
群
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
こ
に
属
す

る
港
湾
の
概
要
を
検
討
し
つ
つ
、
各
港
湾
の

総
合
評
価
と
相
互
関
係
、
長
江
デ
ル
タ
に
あ

る
海
運
企
業
、
外
資
系
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
現
況
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

第
五
章　

香
港
港
の
現
状
と
香
港
系
グ

ロ
ー
バ
ル
・
タ
ー
ミ
ナ
ル･

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
戦
略
的
展
開
（
姜
天
勇
）
で
は
、
香
港
港

周
辺
の
珠
江
デ
ル
タ
の
概
況
、
香
港
港
の
現

状
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル･

タ
ー
ミ
ナ
ル･

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
香
港
の
港
湾
企
業
資
本
の
戦
略
的
展

開
を
検
討
し
て
い
る
。

第
六
章　

北
東
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
を
め
ざ

す
釜
山
港
の
戦
略
と
現
状
（
李
貞
和
）
で
は
、

韓
国
の
釜
山
港
を
取
り
上
げ
て
い
る
、
韓
国

の
港
湾
政
策
と
関
係
、
釜
山
港
の
管
理
運
営

ン
テ
ナ
取
扱
量
ラ
ン
キ

ン
グ
の
上
位
を
占
め
て

い
る
。
こ
れ
が
意
味
す

る
の
は
、
ア
ジ
ア
で
海

上
輸
送
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
港
湾
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
う
し
た
認
識
の

下
、
研
究
会
を
組
織
し
、
成
果
を
取
り
ま
と

め
た
。
本
書
は
序
論
の
ほ
か
、
二
部
構
成
で

ま
と
め
て
い
る
。
第
一
部
で
は
ア
ジ
ア
の
海

上
輸
送
に
関
す
る
現
状
、
第
二
部
で
中
国
、

韓
国
、
台
湾
の
海
上
輸
送
や
港
湾
に
関
す
る

現
状
と
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
た
。

序
論　

研
究
目
的
と
そ
の
成
果（
池
上
寛
）

で
は
、
研
究
会
の
問
題
意
識
と
先
行
研
究
と

研
究
成
果
、
そ
し
て
得
ら
れ
た
知
見
に
述
べ

る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
を
提
示
し
た
。

第
一
章　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
上
輸
送
の

現
状
分
析
（
黒
川
久
幸
）
で
は
、
世
界
の
海

上
荷
動
き
と
そ
の
輸
送
を
す
る
船
舶
の
規
模

を
概
観
し
た
う
え
で
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送

に
つ
い
て
荷
動
き
量
や
コ
ン
テ
ナ
船
の
就
航

状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
国
・
地
域

の
港
湾
別
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
と
コ
ン
テ
ナ
船

の
就
航
状
況
、
鉄
鉱
石
と
原
油
の
輸
送
状
況

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

第
二
章　

船
社
の
東
ア
ジ
ア
域
内
で
の
運

近
年
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
の
動
き
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て

い
る
。
モ
ノ
の
動
き
だ

け
を
見
て
み
て
も
、
製

造
業
企
業
が
海
外
に
進

出
し
、
国
を
越
え
た
国

際
分
業
体
制
を
整
え
て
生
産
活
動
を
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
わ

れ
わ
れ
の
生
活
を
見
て
み
て
も
、
多
く
の
モ

ノ
は
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
モ
ノ
も
何
ら
か
の
輸
送
手
段
に
よ
っ
て
運

ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
モ
ノ
の
動
き
を
支
え
て
い
る
の

が
国
際
物
流
で
あ
る
。
国
を
跨
る
輸
送
手
段

に
は
、
空
路
、
陸
路
、
海
路
の
三
手
段
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
も
っ
と
も

利
用
さ
れ
る
輸
送
手
段
は
海
上
輸
送
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
国
際
物
流
を
支
え
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
海
上
輸
送
に
着
目
し
た
の
が
、
本
書

で
あ
る
。
本
書
は
二
〇
一
一
／
一
二
年
度
に

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
実
施
さ
れ
た
「
ア
ジ

ア
に
お
け
る
海
上
輸
送
と
港
湾
」
研
究
会
の

成
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
中
国
の

輸
出
の
増
加
、
ア
ジ
ア
域
内
で
の
国
際
分
業

の
発
展
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
港
湾
が
コ

の
民
営
化
、
釜
山
港
と
後
背
地
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

第
七
章　

三
通
解
禁
以
後
の
台
湾
と
中
国

に
お
け
る
海
上
輸
送
と
港
湾
の
変
化
（
池
上

寛
）
で
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
解
禁
さ

れ
た
中
台
間
の
海
上
輸
送
の
直
航
解
禁
後
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
そ
の
な
か
で
、
中
台

間
の
海
上
輸
送
の
変
化
、
台
湾
側
の
デ
ー
タ

か
ら
み
る
中
国
と
の
取
扱
貨
物
、
台
湾
側
の

港
湾
の
変
化
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
章
を
読
ん
で
、
ア
ジ
ア
の
海
上

輸
送
や
北
東
ア
ジ
ア
の
港
湾
に
つ
い
て
い
く

つ
か
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
、
北

東
ア
ジ
ア
に
は
輸
出
入
貨
物
が
中
心
の
港
湾

と
貨
物
の
積
替
え
の
た
め
の
港
湾
が
混
在
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
製
造
業
企
業

を
港
湾
近
く
に
誘
致
す
る
動
き
も
引
き
続
き

行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
管
理
運
営
を
民
間
に
任
せ
る
動
き

が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

今
後
も
海
上
輸
送
が
国
際
物
流
の
中
心
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
く
、
引
き
続
き
ア
ジ

ア
中
心
で
海
上
輸
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
疑

い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
も
ア
ジ
ア
地

域
で
は
港
湾
の
開
発
が
続
き
、
海
上
輸
送
が

ア
ジ
ア
の
経
済
を
支
え
る
と
も
い
え
る
。
ア

ジ
ア
の
海
上
輸
送
や
北
東
ア
ジ
ア
の
港
湾
の

状
況
に
つ
い
て
理
解
し
た
い
方
に
は
、
ぜ
ひ

本
書
を
一
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
い
け
が
み　

ひ
ろ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

企
業
・
産
業
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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